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児 童 の 心 身 発 達 と乳 児 期 の栄 養 法 と の関 係 と

その 環 境 条 件 に つ い て（ 第 ８報 ）
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本報は中学生124 名，小学生430名，幼稚園児157
名，3 歳児89名を対 象とし て，乳児期 の栄養 法別による

離 乳の時期 と知能との関係につい てそれぞれ統計的 に分

析し ，総合的 に検討 し，離 乳の時 期と知 能発達との関係

を明らかにする事を目的 とし た。

2. 乳児期の栄養法を生後６ヵ月以 内の栄養法別に母

乳 ，混合，人工栄 養法の３つ に分 類した。知 能発達は，

中学生 は京都大学ＮＸ式 小学生は 教研式 新制学年別知 能

検査 ，幼稚 園児は教研式 幼稚園知 能検 査甲式,   3 歳児は

を用い て調査 した知 能偏

差値 を用い た。

検定 法は母分散 の均一性 をＦ 検定で検定し有 意差の認

められなかったものについて平均 の差 をＴ検 定 で 検 定

し ，有 意差 の認 められたものについて の平均の差は コク

ラン・ コッ クス法で検定 を行 なっ た。

3. 平均知 能偏 差値は9 ヵ月以 内が最 も高 く,  10～12

ヵ月,  13ヵ月以後 の順であった。又極上位知能偏差値 も

同 様の順 であっ た。極下位知能偏差値 の比率は ９ヵ月以

内が最 も低 く10～12ヵ月13ヵ月以後が共に高かった。栄

養法別では母乳は ９ヵ月以内，混合は13ヵ月以後人工栄

養は.  10~12ヵ月が最も知能が優れていた。極上位知能

偏差値の比率は，母乳，混合共 に ９ヵ月以内が上位率が

高 く，全体 として離乳開始 の時期の早い程極上位の頻度

が高く，極下位知 能偏差値の比率は全体 とし て離乳開始

の時期の遅い程極下位頻度 が高かった。


